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はじめに
i 11島町は清流木曽）11と緑豊かな美しい自然 
に恵まれた町てす。
町なかに点綴する松林や広大な河）11敷など 
は大空を飛来する渡り鳥の休息の場であり， 
またここに生息する種々の野鳥にとつて絶好 
のすみかとなつており，野鳥愛好家の間ては 
野鳥の数が非常に多いことで知られています。
これまてに観察された野鳥の数は約2〇〇 

種におよんています。このことはとりもなお 
さす）11島町の自然かすぐれてお10住みよい環 
境てあることの表れrす。
この冊子は）11島町民会館の竣工を記念し， 

自然環境に恵まれた本町を再認識していただ 
＜とともに，本町周32で観られる野鳥の数々 
を紹介するために発刊しだものです。
これからも自然を大切にし，ふるさとを愛 

し，豊かな町づ＜りにみなさんと努めていS 
たいちのてす。

昭和5脾4月

川島町長尾関正爾
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環境から見だ野鳥の生息彳犬況
1T

本町を流れる木曾川周sの地形は，林地，草地，砂れき地，湿地， 
水域などて構成され，自然度の高い環境となつております。
このため本町周辺は，ZK鳥や渡10鳥など数多＜の野鳥の休息と繁 

殖の適地となつています。
春には，シギ，チド1」類が渡りの中継地として飛来し，夏には， 
サギのコロニー（集団繁殖地）か形成されます。
秋には，サシバ，ハチクフなどタカ類の渡1〇ガ見られ，冬には， 

木曽）11の中州にカモの大群ガ押し寄せて水鳥の生息地となります。

昭和44年から現在まてに木曽）11の河り1敷を中心に，その周Sて調 
鳥の籠抜けと思われる鳥13種を含めて214種（この内の8096以上が渡 
り鳥）もの多＜の野鳥ガ観察されています。
それではどのよ^な場所にどのような野鳥が生息しているのてし 

よつか0

•林地には 春から夏にかけてカワラヒワ，モス，ヒヨドリ，キジバト，ハシ 
ボソガラス，トビなどが繁殖し，春•秋の渡りの頃にはキビタキ. 
オオル1」，クロックミ，コマド1」，エゾムシクイなどガ飛来し.冬 
にはシジュウカラ，シ□ハラ，ックミ，ピンスイ，アカゲラ，オオ 
タカなども生息しています。
また松倉町の松林にはS年サギ類がコロニー（集団繁殖地）をつ 

くり，これまでにタイサギ，チュウサギ，コサギ，アフサギ，ゴイ 
サギ，ササゴイの繁殖か確認されています。

キヒタキ（黄翁《）カワ气ヒワ（河原鶸）
とか多＜，雑草の權子 ' - ■： ： ； :

ビンスイ（便追）

チュウサキ（中罵）
匿鳥て繁殖期には長い飾羽か美しい。松倉町の松林て少



環境から見た野鳥の生息状況

-

•草地や砂れき地には
春から夏には，ヒバ1」，セツカ，キジ，シ□チド1」，イソシ 
ギ，カルガモなどガ繁殖し，春•秋の渡りの頃にはノビタキ， 
アカモス，オオジュりン，チュウシャクシギ，ムナクロなどか 
休息し.冬にはツクミ，タヒバ1」，ハクセキレイ，チョウゲン 
ホウ.ハやフサガ飛来します。

また木曾川河川敷中州（松倉裏）のfi少れき地ては，s年コア 
ジサシガコ□ニーをつ＜つています。

iシ□チド1J （白千烏）
留鳥て巣に外敵か近づ＜と他のチドり類と同様に擬傷を

.オオジュリン（大寿林）
冬鳥てヨシの密生地にすみ、昆虫を好

1チュウシャクシギ（中朽撕
旅鳥で ＜ ちばしか長 ＜ て下に曲つている。

▲八クセキレイ（08*嫌）
冬鳥て川原、湿地などの地上で昆虫ゃクモなどを食べる。 

夜橋桁などに集団てねぐらを組む。

►湿地や水域には 春から夏にはカイツフU、バン、オオヨシキリか繁殖し、春•秋
の渡りの頃にはキアシシギ、オオソUハシシギ，タカフシギなど 
ガ飛来し，冬にはフガモ，コガモ，オナガガモ，ユI」カモメ，セ 
クロカモメ，カワウなどか群棲しています。

▲オオヨシキリ（大葦切）
夏鳥でヨシの甚を数本利用して杯状の棠をつ＜ る。

ギヨギヨシとょ＜鳴＜。ギヨシ,

'

キアシシギ（黄足6*）
.，‘ ' ，ハ，' ン

▲コガモ（小鴨）
冬鳥て木曽川の中州に数多く越冬している。カモ仏：’iセ厂T□力•^乂

乂より大き＜数は少な



四季の野鳥
#一年中見られる鳥（留鳥）
季節によって移動せす一年中同一場所にし\る鳥。（31種）

カイッブ1」，カワウ，ゴイサキ，タイサギ，コサギ， 
アオサギ，カルガモ，トビ，コジユケイ，キジ，タマ 
シギ，イカルチド1」，シ□チド1」，ケリ，キジバト， 
カワセミ，ヒバ1」，キセキレイ，セク□セキレイ，ヒ 
ヨド|」，モス，ウクイス，セツカ，エナガ，メジロ， 
ホオジロ，カワラヒワ，ススメ，ムクド1」，ハシボソ 
ガラス，ハシフトガラス

4ゴイサギ（サギ科）
カラスぐらいの大きさ。水田.湿地，川に周年生 
息し.夜飛びなか5クアツ.クアツと鳴き，俗に夜 
からすと呼ばれ，魚やザリガニ，カエルなどを食べ 
繁殖しています。

►コサギ（サギ科）
白サギの中ては一番小さ＜,水田や111て魚やザ1」ガニな 

どを食べます。
本町の松倉町の松林にタイサギ，チユウサギ.アフサキ， 
ゴイサギ，ササゴイとともにコロニーをつ＜ つてい豕3。

アオサキ（サギ科）
カラスよりすっと大き＜サギの中ては一番大きい。水田. 
湿地，川，河□などで歩きなガら魚，カエル，トカゲ，
ビなどを食べます。

トビ（ワシタカ科）
乃ラスよ10大きぐ凹尾を持ち，通岸や川 
胡沼の近＜に住み.岡翼をいつばい広けて飛 
びなから，ピーヒヨ□□と鳴きえさをさかし. 
弱った魚や死んだ動物などを食べます。

カルガモ（ガンヵモ科）
大きさ。カモには珍らし＜オス•メス 

同色てある。水田や川，池に生息し，水草の茎や根.ク 
シなどを食べ繁殖しています。町内ても夏にはヒナを 
れて木曽| I |を泳ぐほほえましい姿ガ見られますC

ぢ.
（續’卞し.‘，，1
遍



四季の野鳥

キジ（キジ科）
カラスより大き ＜ 尾ガ長い。草原や耕地にすみ、繁殖期 
には1羽のススガ数羽のメスを連れています。
ケケッ，ケケッとかケンケンと大きな声て鳴き，草の權 

子や昆虫などを食べ町内ては多＜繁殖しています。日本の 
国鳥に指定されています。

、が
キジパト（ハト科〕
飼いバトより少し小さし、。平地から山地の林に生 
息し，デデッポウボウと鳴き地上を歩きなガら植物 
性のエサをあさります。近年は人になれたせいか， 
庭や公園，市街地の路上てエサをさガしていますC 
町内ても多数繁殖していますc

カワセミ（ヵヮセミ科）
ススメぐらいの大きさ。）11や:こ7JWJ恋亡PAに土思レ 

水中にタイピンクして/」\魚や水生昆虫をとる。）11岸の崖に 
穴をほって巣を造る。本町では巣をつ＜る場所かなぐな 
つてきたか少数繁殖しています。その美しさからヽ飛ぶ宝 
石、、と呼ばれています。

イカルチドリ（チドリ科）
ムクド1JCらいの大きさ。川の中流よ1〇上流に生息し 
I原の小砂利に隠すように簡単な単を造り3〜4個の卵を 
室み，おもIこ昆虫を食べてしヽます。
本町て、、川原走り、、と呼ばれているのはこの鳥のことて

ケリ（チドリ科）
_ -j大きさ

f目1
水田，川原，草地に生息し，昆虫やミミスなどを食べ3

キI j、V,キI ）、ソとするど＜鳴ぎ本町でも繁殖してし''ます。

-ヒバ1」（ヒバリ科）
ススメよ10少し大きい。草原や川原に生息し， 
地上を歩きなか昆虫や草の種子を食べます。草 
か緑色になり始めると美し ＜ さえす1〇ながら空高 
＜舞いあか1〇ます。
本町ては.川原の石や草の先にとまつてさえす 
る姿をよ ＜ 見かけます。



四季の野鳥

キセキレイ（セキレィ科）
、の大きさて尾ガ長い

平地から山地の川や池の近くにすみ，地上や水辺て尾を
ゾ）'.ン...、い..：.：，；::，:;

tzク、□セキレイ（セキレイ科）
らいの大きさて，尾か長＜スマートな鳥。川岸 

に生息し尾を上下にふりなガe＞歩いて昆虫やクモなどを食

本町に多い鳥て人家のすき間.石垣のすき間などに巣を 
つ ＜つています。

▲ヒヨド1J （ヒョドリ科）
ムクド1」ぐ0）いの大きさて，尾怠長い。留鳥または漂鳥 
として平地P山地の林にすみアケピ，ノフドウ，ナンテン 
などの実を食べだり，ウメ.サクラ，ツバキの密を吸う。 
ビーョ，ピーョとかん高い声て鳴き，飛び方は大きな波形 
をえかきます。町内てち林内て繁殖しています。

▲モズ（モズ科）
ススメよりかなり大き ＜.頭てつかちて尾か長い。低地〇 

林や木のある!11原などに繁殖しています。昆虫や/」\動物そ 
食べます。「モスのハやニエ」といつてトゲのある/j\枝s 
有棘鉄線などに捕えた獲物をつき刺してお＜奇習を持つマ 
います。町内てち多数繁殖しています。 ▲ウグイス（ヒタキ科）

ススメぐらいの大きさ。平地から高い山のやぶにすみ 
昆虫やクモを食べますガ柿の実も食べます。
春はホ_ホケキヨ，冬はチヤツチヤツと季節によって鳴 
き方かちガいます。

4セW力（ヒタキ科）
ススメよりすつと小さい。草原に生息し.草 

の中て昆虫やクモを食べます。イネ科植物の株 
の中にクモの糸て数校の葉をつづり合せて業を 
つ＜ります。舞いあガるときヒッヒッヒッヒッ 
と鳴き，おりて＜るときにはジャッジャッジャ 
ッジャツと別の鳴.き方をします。



四季の野鳥

▲エナガ（エナガ科）
ススメより小さ＜尾ガ長し、低山帯の林や低木林に生息 
し.枝の間や幹のまだに多量のコケをクモの糸て固めて， 
惰円形の巣をつ＜*0ます。
ジュ1 Jジュ1」と鳴きなガら活発に枝移りして昆虫を食ぺ 
ます。

A TInTT^D •（ホオジ□科）
ススメよ10少し大き ＜ 尾か長い。
草原に多＜生息し，草の種子や昆虫などを食べます。 
木のこすえや草の先にとまり，さえずる声は「一筆啓上 
仕候」または「源平ツツジ，白ツツジ」と聞える鳴き声て 
長＜さえすります。町内ても多＜繁殖しています。 ▲ムクドリ（ムクドリ科）

地上をのこのこ歩いて昆虫などをさかすことガ多いか. 
木の実なども食べます。人家のカワラの下や天井うら，樹 
洞に巣をつ＜り，秋•各には大木のしげみや竹やふ‘をねぐ 
らとして大群ガ集ります。

▲スズメ（ハタオリドリ科）
人家付近に生息し，建物のすき間などに巣をつぐる。地 
上て植物の種子や人の落したバン＜す.昆虫を食べます。
稲の害鳥といわれますか，繁殖期には多＜の昆虫も食べ 
ています。町内ては数ケ所てねぐらガ確認されています。

〖ハシボソガラス（カラス科）
水田や川原などによ＜見られ，雑食性てごみ捨場もあさ

bとして大群ガ集まり夜を過



四季の野鳥

•春•秋に見られる鳥（夏鳥•旅鳥）
繁殖するため，我国に渡来するガ当地を通週する鳥や北国への渡りの途中に 
立寄る鳥。（一部の冬鳥，漂鳥を含む）（57種）

ミサゴ，ハチクマ，ツミ，ハイタカ，サシパ，メタイチド1」，ムナ 
クロ，タイゼン，キョウジョシギ，トウネン，ウスラシギ，オバシ 
ギ，ツルシギ，アオアシシギ，タカフシギ，キアシシギ，オオソu 
ハシシギ，タイシャクシギ，ホウ□クシギ，チュウシャクシギ，才 
オジシギ，アジサシ，ジュウイチ，カツコウ，ツツド1」，ホトトギ 
ス，アマツバメ，アuスイ，ショウドウツバメ，コシアカツバメ， 
イワツバメ，サンショウクイ，チゴモス，アカモス，ヒレンジャク， 
コマド|」，ノゴマ，コル1」，ノビタキ，フミジロ，クロックミ，マ 
ミチャシナイ，やフサメ，▽キノセンニュウ，コヨシキij, メホソ 
ムシクイ，エソムシクイ，センタイムシクイ，キビタキ，オオル1」， 
サメピタキ，エソピタキ，コサメビタキ，ノジコ，マヒワ，ニュウ 
ナイススメ，コムクド|」

^ Wミ（ワシタカ科）
3•ら山地の林にすみ，はやいI; 
Lして直線的に速＜飛び.林C 
頁をとらえます。

▲サシノ \' （ワシタカ科）
カラスぐらいの大きさ。低■い山て繁殖し，ピックィーと 

よ ＜ 鳴きます。
へピ，カエル，ネスミ，昆虫などをとらえて食べます。 
秋には群れて南の国へ渡るガ，本町ても®年数羽から数十 
羽の群れて移動するサシ/ の渡10か見られます。

▲キヨウジヨシギ（シギ科）
ハトより小，' .ム，. "：■そ：
歩きなガら動物性のえさをあさり，本町ては舂に木 

曽川の中州て石をひつくりかえして，えさをあさる群 
れを見ることかてきます。

‘ツルシギ（シギ科）
ハトぐらいの大きさて足か長い。水田，湿地，川岸に飛 
iし.歩きなガら水生昆虫などを食べます。
夏羽は黒に白の斑紋ガあり，冬羽は下面ガ白て褐色の斑 
:かあり，全＜別の種類のよラに見えます。



四季の野鳥

.へ

—タカブシギ（シギ科）
ムクド1」ぐらいの大きさて，春と秋に水田，湿地.川岸 

などに飛来します。
昆虫や貝などを食べ，飛び立つときにピツビツビツと鳴 
きます。町内ては春•秋の渡りの頃には木曽川畔て見られ 
ます。

▲カツコウ（ホトトギス科）
ハトぐらいの大きさて，スマートな鳥。ヨシ原や木のあ 
る草原に生息し，毛虫をよ＜食べます。
オスはカツコウ，カツコウとよ＜とおる声て鳴＜。ホト 
トギス科の鳥は自分て巣をつ＜らす，他の鳥の巣に卵を産 
みつけ.ヒナを育てさせます。

-アカモズ（モズ科）
ススメ し\の大きさて尾か長い。
木のある草原や明るし\林に生息し，昆虫や/」\動物を食べ 
ます。

ヒレンジヤク（レンジヤク科）
い山や平地

S；る木に集まり，電線やテレビのアンテナに並んて
まることちあります

乂ボソムシクイ（ヒタキ科）
ススメより/」\さい。高い山にすみ昆虫やクモを食べます。

▲オオル1」（ヒタキ科）
ススメより少し大きい。
溪流にそつた林に生息し，昆虫や木の実を食べます。春 
にはホィヒーピピ，ピールUジジッと鳴きウクイス，コマ 
ド1 Jとともに日本三鳴鳥といわれるほど美しい声て鳴きま



四季の野鳥

重
-エゾビタキ（ヒタキ科）
ススメより小さい。
渡りのときには平地や山地の林に飛来します。
本町ても秋に枯枝の先やテレビのアンテナ，電線などに 
とまり.昆虫をフラインク，キヤツチする姿ガ見られます。

ノヒタキ（ヒタキ科）

..，..へ.-.ノ.へい:.V，： . ■::'

本町ては秋に多ススキの稀にとまつて昆虫をとる姿

-コムクドリ（ムクドリ科）
ススメより大きく，ムクド1」より小さい。
山地の明るい林に生息し，樹洞に祟をつ＜るか巣箱にも

木の実0昆虫を食べキコJし，キユル，キユル1 Jと鳴きま

•夏に見られる鳥（夏鳥）
春，南の国から渡来し，この地方で繁殖し，秋に南の国へ飛び去る鳥。
（13種）

ササゴイ，アマサギ，チュウサギ，ヒクイナ，バン，コチド|」，イ 
ソシギ，コアジサシ，アオバスク，ヨタカ，ツバメ，オオヨシキり, 
サンコウチョウ

-ササゴイ（サギ科）
カラスより少し小さい。
飛びなからビョーとかキューとい〇声て鋭＜鳴 
きます。
本町ては，松倉町のサギのコ□二一内て小数か 
繁殖しています。

_アマサギ（サギ科）
カラスより小さい。
水田や湿地，草地などてカエルや昆虫をよ ＜ 食 

ぺます。

本町ては松倉町のサギのコロニーてゴィサギや 
シラサギ類ととちに集団て繁殖しています。
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ル”ぞ.
愈:

導'
へ：.’修

トノ \'ン（クイナ科）
ノ\卜ぐらいの大きさ。
川;；'の湿地ぐIシ原，水田などに生息し，クルルルと鳴

'!…•保屯.貝などを食べ.本町ては越冬するもの

イソシキ（シギ科）
岸などに生息し，草むらて 

鳴きなから水面近＜を

▲コチドリ（チドリ科）
ススメよ10少し大きい。
川岸，水田，海岸などに生息し，歩きな 
かe＞昆虫を食べます。
敵か巣やヒナに近すくと自分自身か傷つ 
いたよろに見せかけ，敵の目をこちらに向 
けさせ，そのすきにヒナを安全地帯に逃す 
行為をします。

►コアジサシ（カモメ科）
ムクド1」ぐらいの大きさて翼か長＜,ツ 

/ '（メのような尾のスマートな水鳥。
海岸，河口，川に渡来し，水の上を飛び 
はばたきなから空中の一点にとどまつてか 
ら，急降下して小魚を捕ります。
本町ては，木首川の中州にコ□ニーをつ 
＜り繁殖しています。

アオバズク（フク□ウ科）

▲ヨタカ（ヨタカ科）
ハトぐらいの大きさ。
木のある草原や明るい林に生息し，キヨキヨキヨキヨキ 
ヨと連続しだ大きな声ガS夜聞かれます。5?方から飛びま 
わって□を大き＜開き，蚊や哦を食べます。他の鳥とちガ 
つて木の枝に平行にとまつています。

平地から山地の林に生息し.樹洞を巣とします。ホウホ 
ウ，ホウホウと鳴き大型の昆虫や小鳥などを食べます。
本町ては，巣箱を利用して繁媚したこともあります。
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7^

❿冬に見られる鳥（冬鳥•漂鳥）
北国や山地で繁殖し，厳しい寒さからのがれて渡来し，冬を越す鳥。
（63種）

カン乙1」カイッフu,マガモ，コガモ，トモエガモ，ヨシガモ，才 
カヨシガモ，ヒド1 jガモ，オナガガモ，ハシピ□ガモ，ホシハジ□, 
キンク□ハジロ，ススガモ，ミコアイサ，カワアイサ，オオタカ， 
ノス1」，チュウ匕，ハやフサ，チヨウゲンボウ，ウスラ，クイナ， 
タゲU,ハフシギ，クサシギ，やフシギ，タシギ，—J—U/Ji '
ク□カモメ，カモメ，ウミネコ，アオバト，コミミスク，フク□ウ， 
アオゲラ，アカゲラ，ハクセキレイ，ビンスイ，タヒバ1」.ミソサ 
サイ，力やククリ，ル1」ピタキ，ジヨウビタキ，イソヒヨドリ，卜 
ラックミ，アカハラ，シ□ハラ，ックミ，キクイタタキ.ヒガラ， 
やフガラ，シジュウカラ，ホオアカ.カシラタカ，ミやフホオジロ， 
アオジ，ク□ジ，オズジュ＞」ン，アト1J,ぺ二▽シコ，ウソ.イハ 
ル，シメ，カケス

-•ツバメ（ツバメ科）
ススメぐらいの大きさr,尾は長＜てわかれてい 

ます。
人家の軒下に巣をつ＜ り水田，草原，川などの上 
を飛びまわって昆虫を食べます。
本町では多数繁殖しています。

★カンムリカイツフリ（ヵィッフリ科）
/ \卜ぐいの大きさ。
湖沼，港湮，河□などに渡来する。カイツフりの 
中では一番大きぐ，水中にもぐって魚を捕ります。 
本町ては木曾川に少数ガ飛来します。
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▲フガモ（ガンカモ科）
カフスぐらいの大きさ。湖，沼.川などにすみ， 

水中に苜をつつこんて水草などを食べます。アヒ 
ルの原種。
本町には，ォナガガモ，コガモに次いて多＜渡 
来します。一部繁殖か確認されています。

▼オカヨシガモ（ガンヵモ科）
カラスより小さい。北通道て少数繁殖し，冬に内 

陸の湖沼，池，川などに飛来します。
町内てはffi年木曾川て観察されていますガ，その 

数は多 ＜ありません。

二:^
-

，オナガガモ（ガンヵモ科）
カラスより大きい。広い川，湖.池などに渡来し，水面 
て逆nちをしなから水草を食ぺます。
本町には渡来する数干羽のカモの中ではこのカモか最ち 

多 ＜います。

，オオタカ（ワシタカ科）
カラスより少し大きい。
山地の森林に生息するか，秋.冬には低地にもいます。 
本町ては越冬するものかいて，カモを襲う姿を見ること 
ガてきます。

V、ネ

ノス1j （ワシタカ科）
. ：1 :'"卜..：：

:人 ノ^ :..
内ては冬の空にはばたきつつとどまり，獲物をねらう姿を 
見ることかてきます。

-ノ \やブサ（ハヤフサ科）
カラスぐらいの大きさ。通岸や髏耕地など開けた場所に 
すみ，カモ，シギ，チド1」，ハトなど飛んている馬を上空 
から急降下してとらえます。町内てもS年越冬するものか 
おり，カモを襲ろ姿を見るこ仁ガあります。
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クイナ（クィナ科）
\卜ぐらいの大きさ。
ヨシ原やZK辺の草の中に生息し.なかなか姿を見ること 

かてきません。
の間をしのび足のよろなかつこ"5て歩きまわ10魚，サ 

Jガニ，ミミス，植物の種子などを食べます。

タシキ（シギ科）
ムクド1 Jぐらいの大きさ。
川岸に生息し，日中は草のかけでじつとしていて，夕方 
から活動する。長い＜ちばしを泥につきさして，ミミスや 
昆虫を食べます。飛び立つときにジエーッと鳴きます。

アオゲラ（キツツキ科）
フドリより少し大きい。

（D型のキツツキて，山地の林に生息し.カミキ1」の幼虫 
0アUを好んで食べます。
本町の松の幹につかまりピヨ-ビヨーと鳴＜のを見かけ 

ます。

zluカモメ（カモメ科）

ジョウヒタキ（ヒタキ科）
ススメぐいの大きさ
低不林ゃ川原.庭園などに生息し.いつも尾をビuビ1 j 
振り，おじぎをするようにピヨコuと頭を下ける草か見 
られます。

思痒やめ1C二.II；い;IIなど:こ午息し.:q__Jからb（）Wi 
＜•5いの上流逢r飛采し孝す。水の上をゆつくりと 
jばgきな/:fe＞飛んr Iサをさかし凍す。

:v..:パ. ：：：•ノ.ハ

見ることができ浅すC
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2虞_

-トラツク'、ミ（ヒタキ科）
ハトより小さいガツクミの仲間ては一番大きい。地上で 
エサをさガすことか多く，昆虫，クモ，ミミスなどを食べ 
,ます。
町内の林ては少数か越冬しています。

■■
▲アカ八ラ（ヒタキ科）
ムクド1」ぐらいの大きさ。
山地の明るい林て繁媚し，冬には平地の林に生息します。 
地上を歩きなガら昆虫をさかしますか木の実も食べます。
本町ては3月頃にキヨ□ンキヨ□ンツU—といラさえ 

すりか聞こえます。

〜v. 二，:
▲、ソづミ（ヒタキ科）
ムクド1jぐらいの大きさ。渡って来てすぐには山地の林 

に群れていますガ，だんだん平地へ移動して来て，川原や 
庭先などて昆虫をさかした10.木の実を食べます。

▲シジユウカラ（シジユウカラ科）
ススメぐらいの大きさ。林に生息しツツピー.ツツピー 

と鳴きます。冬は群れて生活し，活発に動きなから枝渡り 
し，昆虫やクモ，木の実などを食べます。

▲ （ホオジ□科）
ススメぐらいの大きさ。
山地の明るい林に生息し•秋.冬には平地のやぶに多＜• 
公園や庭にも来ます。チツチッと地鳴きをしなから地上て 
草の種子などをひろつています。

＜アトリ（アトリ科）
ススメぐらいの大きさ。黷耕地や山の林にすみ，アカマ 
ツの種子，イヌタテなどの種子を食べます。と＜に春には 
大群となつて飛来し，キヨツキヨツキヨツと鳴きます。
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珍ししヽ鳥（迷鳥）

▲ベニマシコ（アトリ科）
■ ：■ ：；..：'■ し，'-

は本州以南に移動し，松•杉の種子や草の種子を食べます。
本町ては水Sの草地やヨシ原てピッポピッポと鳴き合ラ 

姿か見られます。

▲イカル（アトリ科）
ムクド1」いの大きさ0
山地の林に生息し,秋•冬には群れて平地にやって来ます。 
松•杉などの種子や昆虫を食べます。冬てもキーキーコ 
キーと鳴きますがそれを「お菊二十四Jと聞きなします。

台風や豪雪などにより偶然渡来した鳥や夏鳥，旅鳥，冬鳥， 
邸周での観察例ガ稀少な鳥。（37種）

_鳥のなかで本

5ミカイツフu,アカエ1」カイツフ1上ミゾゴイ.コウノト1」，マ 
ガン，ヒシクイ，オオハクチョウ，コハクチョウ.アカツクシガモ， 
オシド1」，アメuカヒド1」，シフアジ，ホオジ□ガモ，ウミアイサ, 
オジ□ワシ，クフタカ，コアオアシシギ，チュウジシギ，セイタカ 
シギ，オオセク□カモメ，コノハスク，オオコノハスク，ハリオア 
フツバメ，や▽セミ，アカショウピン，やツガシラ，ムネアカタヒ 
バリ,キレンジヤク，オガワコフド1」，ワキアカツクミ，シフセン 
ニュウ，ムギフキ，コジュリン，スク□チヤキンチョウ.ハギマシ 
コ，コイカル，カラムクド1」

-.み砂；,..へ.;'.*

.'.抑*—*'-〜•へ'.S；广

-•ミミカイツブリ（ヵィツプリ科）
八卜ぐらいの大きさ。
冬鳥として河□や内湾に渡来しますか，ときには 
海岸に近い池や広い川にも飛来します。
本町付近ての観察はまれてす。
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4コウノト1J （コウノトリ科）
ツルのように大きな水鳥て.翼を広けると2mに達しま 

す。
1959年頃まては日本てち繁殖するちのかいたか.現在て 
は冬鳥として大陸からまれに渡来し広い水田，大きな川な 
どて魚.カエルなどを食べます。

▼フガン（ガンカモ科）
トピぐらし\の大きな水鳥。
我国には各鳥として広しVX田や湖沼に渡来し，水草の茎 

わ根を會ぺます。本田1にI?木曽JIII，ノ■数ズ?飛S1 キす

-オオ八クチヨウ（ガンヵモ科）
コウノトリより大き < 翼を広けると約240 cmに：! 

する大きな水鳥。
冬鳥として浅瀬のある湾内や広し〗湖沼に渡来し. 
水底の水草の茎や根を食べます。

▲オジ□ワシ（ワシタカ科）
トピよ10大きい屈ワシ〇
北屈道て少數か繁殖するが多<は冬鳥として海岸や河口 
に渡来します。
主に魚を食べるか鳥やけものも捕ります。

▲ハ1」オアマツバメ（ァマツバメ科）
ムクド1 jぐらいて翼か長い。

本州ては中部山岳地の上空を飛びまわり，渡1〇のときには 
本町付近も通週します。

•コイカル（アトリ科）

冬鳥として林に少数か渡来し.木の実を食べます。 
本町ては少数ガ確認されています。
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名i漢字名：春；夏i秋

)11島町付近木曽)11流域で観察されだ野鳥
科 名 種 名 漢 字 名 春 夏j秋 冬 区 分

フ リ 属 〇 留 •繁 8,
ッフ1J 百 腸 冬 .稀 H33,

力イツフリ 赤 襟 腸 各 •稀 33,

力イツ:7リ 冠 属 各 .少 1125,

n ゥ ill 鵜 〇 留又は漂 8,

サ ギ ゾ ゴ ィ 溝 五 位 〇 夏 .稀 33,
ゴ イ サ ギ 五 位 m 〇 〇 〇 〇 留 •繁 圍8，

サ サ ゴ ィ 担 五 位 〇 〇 夏 .繁 1121,

T> マ サ ギ 寅 毛 親 〇 〇 〇 夏 .繁 1121,

イ サ ギ 大 m 〇 〇 留 •繁 8,
チ ユ ゥ サ ギ 中 m 〇 夏 .繁 115,21,

コ サ ギ 小 M 〇 〇 留 •繁 圍8,

~P 才 サ ギ 扈 親 〇 〇 留又は漂 8,團9,

□ウノト1」 コ 〇 ノ 卜 U m 〇 冬 •稀 33,匿134,

ガ ン 力 モ フ ガ 頁 雁 〇 各 .稀 33,1134,

ヒ シ ク イ 菱 食 〇 〇 〇 冬 .少 33,
スオハクチヨウ 大 鵠 〇 〇 冬 .少 33,園34,

コ ハクチ1 〇 小 鵠 〇 〇 冬 •少 33,
フフカヅクシガモ 赤筑柴鴨 〇 冬 .稀 33,

才 K U 鴛 窺 〇 〇 〇 留又は漂 33,

マ ガ モ 翼 鴨 〇 〇 〇 〇 各 •繁 25,團26,

力 ル ガ モ 軽 鴨 〇 〇 〇 〇 留 ■繁 8,圍9,

コ ガ モ 小 鴨 〇 〇 〇 冬 117,25.

S モ エ ガ モ 巴 鴨 〇 〇 〇 冬 25,

3 シ ガ モ 葭 鴨 〇 〇 〇 冬 25,
才 力3シガ モ 丘 葭 鴨 〇 〇 〇 多 25,1126,

ヒ U 力 モ 緋 鳥 鴨 〇 〇 〇 各 25.

アメ1JカヒK U 亜米利加緋鳥 〇 〇 〇 冬 .少 33,

7T ナ ガ 力 モ 尾 長 鴨 〇 〇 〇 冬 25.1126.

シ フ V ジ 島 鴨 〇 〇 旅 •少 33,

ハ シビ□ガ モ 嘴 広 鴨 〇 〇 〇 冬 25.
ホ シ /\ ジ □ 星 羽 白 〇 〇 冬 25,
キンク□ハジロ 金黒羽白 〇 〇 〇 名 25.
ス ス ガ モ 鈴 鴨 〇 名 25,
ホ ォジ□ガ モ 頬 白 鴨 〇 各 .少 33,
ミ コ ァ ィ サ 神子秋沙 〇 〇 冬 .少 25.
ゥ ァ ィ サ 海 秋 沙 〇 冬 .少 33.

力 ヮ ァ ィ サ in 秋 沙 〇 〇 〇 〇 冬 25.

9 シ 夕 力 サ ゴ m 〇 〇 留又は漂 _6,

1\ チ ク フ 蜂 角 職 〇 〇 夏 16,
卜 ビ 鳶 〇 〇 〇 〇 留 •繁 8,圍9,

才 □ 9 シ 尾 白 躱 〇 冬 .稀 33,園35,

才 才 夕 力 奮 m 〇 〇 〇 漂 25.11127,

、y 5 雀 廉 〇 〇 漂 •少 圏16.

ハ ィ 夕 力 m 〇 漂 •少 16.

ス U % 〇 〇 〇 漂 .少 25,圍27,

サ バ 鳩 〇〇 夏 16,團17.

マ 夕 力 角 颯 〇 漂 .稀 33.
チ ユ 〇 ヒ 沢 故 冬 .少 25.

ハ や サ や フ サ 隼 冬 25.圍2/,

ン7T 長 元 坊 通 25.
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21.1123,
33.B35,

8,1111,

8,1111,

21，_,
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8，1112,

園5,25.

8,園12,

8.B13.
16,圍18.

ンジヤク
16,St19.

25,園29,
16，11120,

25,11130,

25,圏30.

25,圏30,

3,ms,

圍7,21,

科 名 種 名 漢 字 名 春 夏 秋 冬 区 分 ぺージ

ヒタキ（ウクイス®科） センタイムシクイ 仙台虫食 〇 〇 〇 夏 16.

キ クイタタ キ 菊 載 〇 〇 〇 漂 25,

セ ツ 力 雪 加 〇 〇 〇 〇 留又は漂 8,013,

（ヒタキ亜科） キ ピタ キ 黄 11 〇 〇 夏 團5,16.

し ギフ キ 麦 蒔 〇 〇 旅 •少 33.

才 ォル U 大 溜 溜 〇 〇 夏 16,1119,

サ メビタ キ 鮫 m 〇 〇 夏 16.

ェ ソピタ キ 暇夷_ 〇 ■ 旅 16.酬，

コ サメピタ キ 小 鮫 m 〇 〇 〇 夏 16.

（カササギヒタキ亜科） サンコウチヨウ 光 〇 〇 夏•少 21,

ェ ナ ガ エ ナ ガ 柄 長 〇 〇 〇 〇 留•繁 8.圏14,

シ ジユ〇カラ ヒ ガ ラ B 雀 〇 〇 〇 漂 .少 25,

や フガ ラ 山 雀 〇 〇 〇 漂 .少 25.

シ ジユ〇力 ラ 四十 雀 〇 〇 〇 〇 漂 .少 25.圏31,

メ ジ □ メ ジ □ 纖 眼 兒 〇 〇 〇 〇 留•繁 8,

ホ オジ □ ホ ォジ □ m 白 〇 〇 〇 〇 留 .繁 . .
コ ジュリ ン 小 寿 林 〇 〇 漂 •少 33.

ホ ォ ァ 力 頸 赤 〇 〇 〇 漂 25.

力 シラダ 力 頭 高 〇 〇 〇 冬 25.

5やフホオジ□ 深山顆白 〇 〇 〇 冬 25,

スク□チヤキンチ 頭黒茶金鳥 〇 迷 •稀 33,

ノ ジ コ 野 路 子 〇 〇 漂 16,

ア ジ 青 m 〇 〇 〇 漂 25,1131.

ク □ ジ 黒 鶸 〇 〇 漂 •少 25,

才 ォジユ ン 大 寿 林 〇 〇 〇 冬 116,25

ァ h リ T> 卜 U 花 鶏 〇 〇 〇 冬 25鳳

力 フラヒ ワ 河 原 鶸 〇 〇 〇 〇 留 •繁 圍5,8,
フ ヒ ワ 員 m 〇 〇 〇 冬 16.

ハ ギマシ コ 萩 猿 子 〇 冬 •稀 33,

ぺ ニフシ コ 紅 猿 子 〇 〇 〇 冬 25,1132,

ゥ ソ 〇 〇 〇 漂 25,

コ イ カ ル 小 桑 n 〇 〇 〇 冬 •少 33靡，

イ 力 ル 桑 〇 〇 〇 〇 漂 25.S32.

シ メ 鴒 〇 〇 〇 冬 25,

1\ タオ1Jド1J ニユウナイススメ 入 内 雀 〇 澡 16.

ス ス メ 雀 〇 〇 〇 〇 留 •繁 8.園14.

し ク ドリ コ ムクド U 小椋 鳥 〇 〇 〇 夏 16.酬.

力 ラムクド U 唐 椋 鳥 〇 迷 •稀 33.

ク K U 椋 鳥 〇 〇 〇 〇 留 •繁 a 1115.
力 ラ ス 力 ケ ス 僵 鳥 〇 〇 〇 〇 潔 25,

ノ \シボソガラス 嘴 細 腸 〇 〇 〇 〇 留 .繁 8.1115.

ハシフトガラス 嘴 太 鴉 〇 〇 〇 〇 留 •繁 8.

計 201種

飼鳥のかご抜け，放鳥（13種）
イワシヤコ〔岩鴨鴣〕，ドバト〔堂鳩〕，セキセイインコ 
〔背黄青_鵲〕，ワカケホンセイインコ〔輪掛本青觀鵲X 
オカメインコ〔片福面觀SS〕，コムラサキインコ〔/」\紫鸚 
鶉〕，キバタン〔黄巴旦〕，ギンバラ〔銀腹〕，ベニスス 
メ〔紅雀〕，フンチョウ〔文鳥〕，ジユウシマツ〔十姉妹〕， 
テンニンチョウ〔天A鳥〕，キユウカンチョウ〔九官鳥〕，

〔参
留
考〕
〜•_留鳥 夏……夏鳥

冬 冬鳥 琴 漂鳥
旅 . 旅鳥 迷• 迷鳥
繁 川島町て繁殖している鳥
少 〜•_川島町ては数か少ない鳥
稀……川島町てはまれにしか見れない鳥 
〇印は）11島町付近木曽n i流域て観察された時期 
團印は写真あり，数字はページを示す。
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□本産鳥類図鑑 高野伸二 著
日本の野鳥（全6巻） 藪内正幸 著
日本鳥類大図鑑 清接幸保 著
万有百科大事典 ㈱小学館発行
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